
​【催眠調教】冷徹なマインドセラピストの快楽ハッキング​
​～指パッチンで強制絶頂、キスをされる度に先生の世界へ堕ちる悪魔の治療室～​

​サンプル（一部抜粋）​

​【薄暗い治療室のような部屋】​

​（白衣を整えるような布の擦れた小さな音）​

​「…目を閉じてください。​
​息を吸って…吐いて。​
​もう一度。そう…ゆっくり…。」​

​「いいですね。​
​今座っているソファに身体を預けて。​
​力を抜いて、ゆっくり沈んでいくようなイメージを頭に広げて。」​

​「そう。​
​では始めましょうか。」​

​（そっと指先に触れる音）​

​「今、僕が触れているのが分かりますか？」​

​「…そう。あなたの指に触れていますね。​
​僕に触れられている、今のこの感覚を覚えてください。​
​僕の指にどんな強さで触れられているのか…。​
​指の温度は？硬さは？​
​全部記憶してください。」​

​「次に僕が指を鳴らした時、あなたは果てるんですよ。​
​いいですね？」​

​「まずは下着の上から優しく熱を与えてあげましょうね。」​

​（布の擦れる音）​

​「…こんなに中が熱くなって…可哀想に。」​

​「…イれてください…か。​
​涙を流して懇願して…​
​（耳元で囁く）欲しいの？」​


